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和文タイトル
English Title
著者１(学生会員)†, 著者２(正会員)††, 著者３(名誉会員)†
Author１†, Author2†† and Author３†
あらまし 研究の目的, 理由, 手法, 結果などを含めて本文の内容の要点が理解できるように記載する.
　　　　　　（論文，フィールド論文の場合は，400字以内，研究速報，これすぽんでんすの場合は120字以内）．
キーワード: キーワード1, キーワード2, キーワード3, キーワード4, キーワード5, キーワード6. （６個以内）
1 まえがき
研究分野における主題の位置づけ, 背景, 意義, 従来の研究との関係で, どこに新規性があるかなどを述べる．
論文等はあくまでも読者に読んでもらい，理解してもらって初めて価値が生ずる．決して著者のひとりよがりであってはならない．
限られたページ内で研究成果をどのように表現するか，どうしたら読者に主張を理解してもらえるかについて全体の構成を充分練ったうえで執筆にかかる必要がある．
論文の書き方については，常識的に一つの型があるので，原則的に以下の例にならって体裁を整えていただきたい．
2 本文
内容の本筋が充分読者に理解できるよう記述する．重複や冗長な表現は避け, 要点を有効に読
者に伝えるように努力していただきたい．
(a) 専門用語や概念にはなるべく説明をつける.
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(b) 結果は図や表にまとめるとわかりやすいことが多い.

(c) 数式は主題の論旨の展開に必要な程度にとどめ, 長い誘導式が必要な場合は付録にする．
2.1 作文上の注意事項
(1) 原稿は特別の場合を除き，常用漢字，新かなづかい，アラビア数字を用いる．用語は，原則として本会編集の「映像情報メディア用語辞典」および「文部科学省 学術用語辞典－電気工学編－」にならう.したがって,３音節以上の英語のつづりの終わりの-er,-or,-ar などを仮名書きにする場合には, 語尾の調音符号「ー」は略す．なお，-gy,-py などは調音記号を付ける.

(1) （例）センサ，コンピュータ，エネルギー，メモリー
(2) なお，用語統一のため，編集段階で手を加えさせていただくことがあります．
(2) 数式は別行として書く．上付き，下付き等が原稿上に明示されない場合，太字使用の指定がある場合等は朱記する．複雑な式は数行を用いる．
(3) 単位はＳＩ単位を用いる．
(4) ギリシャ文字，ドイツ文字などの混同しやすいものは朱記する．
(5) 専門的な略語は，（ ）付きでFull Spell を添付するか, 脚注として解説しておくことが望ましい．
(6) 特殊な専門用語は，脚注として解説しておくことが望ましい．
(7) 人名，地名などでやむを得ないものを除き，なるべく和文を用いる．
(8) 英単語を使用する場合は原則として，始めの英文字は大文字を使用する．
2.2 原稿作成時の注意事項
(1) ファイル形式
マイクロソフトのWord，その他の文書作成ツールで作成・レイアウトされた原稿ファイルやMS-DOS のテキストファイルを，pdf に変換したファイルを論文審査用原稿とする．採録が決定した時点で，印刷原稿作成時に別途テキストファイルや図・表のオリジナル原稿の提出を求めることがある．
(2) 図表，数式および特殊文字
論文審査用PDF ファイル作成時に図表の挿入位置や数式，そのほかの特殊文字が正しく表示されるか確認
すること．
(3) テキストファイル作成時の注意点
論文審査，または印刷原稿用テキストファイルの作成時には必要に応じて下記事項に注意すること．
(1) 図表挿入箇所, その他アスキー文字で表現できないもの, 指定（上付き,下付き等）は赤字で記入する.

(2) 使用文字
ＪＩＳ第１水準, 第２水準全角文字, 半角文字, ＪＩＳに含まれる記号等の使用を原則とする.印刷で使用するのは文字情報のみであるので, アスキーコード中のコントロール記号は改行マークを除き含まない形式とする.
(3) 文章形式
· 改行マーク：段落の終わりのみに入力. 行の自然折り返しの所には入れない.

· 空 白：段落始めの１字アケ以外は, 空白文字をできるだけ使わない.したがって, インデント,センタリングは使用しないこと.
· 欧文, 数字, アルファベット：欧文の大文字, １桁の数字は全角で, その他はすべて半角とする.
· 句読点：すべて全角のピリオド[ ．] , カンマ[ ，] を使う.
· 数 式：数式入力ツールで本文中に挿入する．論文審査用PDF ファイル作成時に正しく表記されているか確認すること．
· 表：図・写真と同様, 別のファイルで提出する.
· 特殊文字（ルビ, 上付き, 下付き等），およびＪＩＳコードにない特殊文字, 外字等：論文審査用pdf ファイルを作成した際に正しく表記されているか確認する.
· イタリック, アンダーライン, 倍角文字, 網掛け文字等の文字飾り：写植データ変換時に無視されるうえ, 写植データ変換後の処理にかえって手間取るので使用しないこと.
· その他：音引き（ー）とマイナス（－）は混同しないように注意する.
(4) その他
(1) ハードコピー原稿
原稿は規定のフォーマットで作成された電子ファイルでの投稿を原則とするが，必要に応じてハードコピー原稿の提出を求めることがある．
(2) 原稿の修正
採録が決まり次第，編集上の修整（用語の統一等）を事務局がハードコピーに赤字を入れフィードバックするので，それに従い，文書ファイルを修正して提出すること．提出された媒体は返却しない．
（お願い）電子ファイルの取扱には十分注意するが，編集過程において破損することも考えられるので，バックアップを必ず手元に保管すること．
(3) 図面の作成
図は提出された原図またはデータを使用する. 図面の作成方法については, 別掲2.3「図面の著者作成に関する諸注意」 を参照すること．
2.3 図，表などの書き方
(1) 図・写真,および表は別紙に一つずつ記載しまとめて添付する．また，図１，図２--，表１，表２，のようにそれぞれ一連番号をつけ，その挿入箇所を原稿用紙の欄外（下）に記入しておく．なお写真も図番とする.

(2) 図１(a) ，(b) などの場合も(a) ，(b) をそれぞれ分けて別の紙に書く．
(3) 図・写真，表の説明は，別紙に一覧にして，下例にならって書く．
（例）
	図１ 時間オフセット撮像実験装置
図２ フィールド間補間フィルタの特性


(4) 完成図面の原稿は，下記「図面の著者作成に関する諸注意」に従って作成する.

「図面の著者作成に関する諸注意」
原則として, 完成図面を提出する．
図面は，以下の注意事項を熟読し，見易い図面を作成する. また，図面の印刷原稿は，投稿論文の採録が決まり次第，事務局が図面コピーに赤字を入れフィードバックするので，それに従い，図面を修正して完全版下を送ること．提出された図面版下は返却しない．
なお，この時点で，学会の有料トレースサービスを選択することもできる（掲載に要する時間は１ヶ月余分に必要）．
論文投稿時に提出される図面は，未トレースのものでもよい．
(a) 図面の仕上がりサイズ（幅）は，片段使用の場合には75mm，両段使用の場合には160mm である．文字の大きさは仕上がりサイズで７ポイント（高さ約3.0mm）を基準としている．
（注：１ポイント＝ 1/72 インチ（≒0.353mm)．１級＝0.25 mm ）
(b) 図面中で使用する言語は，日本語とすること．ただし英語での記載が適切と判断される部分（専門用語，単位等）は，この限りではない．
(c) 使用するフォントは，明朝体（英語の場合はTimesまたは明朝体）．
(d) 図面は，
(1) ＤＴＰソフト等により，線画と文字を一括して作成する方法
(2) 墨入れ等により線画を作成し，別途印字した文字をきれいに貼り込む方法の何れかの方法により作成する．
(e) 作成される図面（原画）の大きさは任意．１つの図面内の文字の大きさは統一する．例えば，特定部分に小さい文字を詰め込むことや，グラフの目盛りに極端に小さい文字を使用するといったことは，行わないこと．
(f) 印刷図面の品質を一定に保つために，使用されるプリンタの解像度により，原図の最小倍率を次のとおりとする．レーザビームプリンタ（ＬＢＰ）等の印字品質の良いプリンタを使用する場合の原図の倍率の目安を以下に示す．
Ｍ＝600/Ｒ 

Ｆ＝3,600/Ｒ＝６Ｍ
Ｍ：作成する図面の倍率
Ｒ：プリンタの解像度(dpi)

Ｆ：使用文字のサイズ（ポイント）
例えば，300dpi のＬＢＰを使用される場合，仕上がりに対して２倍以上の大きさで，12 ポイント以上の文字を使用して作成する．ＬＢＰ以外のプリンタの場合には，そのプリンタの印字品質にあわせて若干大きめの倍率で作成する．なお，ドット数で規定された文字を使用する場合には，１文字48 dotを目安にする．
(g) 作成した図面を提出前に実際に印刷される大きさに縮小コピーし，図面の見易さを確認する．
(h) なお，送付された図面が，学会事務局で印刷に不適性と判断した場合には，修正をお願いすることがある．また，図面が極端に不鮮明等の場合には，学会事務局においてトレース（費用は著者負担）を行うことがある．
(5) その他の注意事項
(a) 図，表の中に入れる数字，語句，単位などは，本文中で使用したものと同一のものを用いる．ただし，回路図などにおいて，すでに明らかな単位記号は略してもよい．
(b) グラフ図の場合は縦軸，横軸の説明，単位（単位はカッコで囲む），および示すべき原点がある場合は，その原点を明記する．
(c) カラーの図表や写真の掲載を推進し，論文等における多彩な表現を支援する．（カラー化による割増掲載料金は発生しない．）
(d) 図，写真，表などを他の文献からそのまま引用する場合は，その出典を明記する.
2.4 文献の書き方
(1) 記入の方法
(a) 文献は, 本文中で引用してある箇所の右肩に, 通し番号を小カッコ（右側の片カッコのみ) をつけて小さく書き，引用番号順に並記する．
(b) 雑誌名はわかりやすいものは略記する（略記一覧参照）．
(c) 巻の数字には下線を引く（印刷のとき太字となる）．
(d) 発行年はカッコ内に入れ, 西暦年号で(1981)のように記入する．なお，雑誌で発行年月, 発行年月日が必要な場合は(Aug.1981)あるいは，(Aug.1,1981)のように記入する．
(e) 英文はタイプする. その場合, 前置詞, 冠詞以外の単語の頭は大文字とする．
(2) 表示方法
文献は, 科学技術の調査活動に有力な手段として活用されているので, その表示は下例にならって正確に書く．
(a) 図書の場合
著者名, 書名, ページ, 発行所, 発行地, 発行年月の順で表示する. ただし，図書全体を引用したときは, ページの項を省略する.
（例１）図書全体を引用した場合
	1) A.Rosenfeld and A.C.Kak : "Digital Picture Processing" , Academic Press, New York(1976)

2) 映像情報メディア学会編：“カラー画像工学”，オーム社（1997)


（例２）図書の一部を引用した場合
	1) V.K.Zworykin and G.A.Morton : "Television",John Wiley & Sons,Inc., New York,pp.927-957 (1954)


(b) 雑誌の場合
著者名, 表題, 雑誌名, 巻, 号, ページ( 通巻ページを付しているものは通巻ページ),発行年月の順に表示する.

（例１）
	1) L.D.Miller : "A New Method of Specifying the Resolving Power of Television Camera Tubes Using the RCA P-300 Test Chart",SMPTE J. 89,pp.249-256(Apr.1980)


（例２）
	2) 半谷: " ディジタルインタフェースの基礎" , 映情学誌 51,１,pp.52-57 (Jan.1997)


（例３）
	3) W.N.Charman : "Three-Dimensional TV System",Appl.Opt., 20,1,pp.14-16(Jan.1,1981)


(c) 双書等の場合
双書, シリーズもの, 年鑑などの場合は, 著者名（または書物全体の編者名），著作中の記事または一部分の表題，書物の表題，巻号，ページ, 発行所, 発行地, 発行年の順に表示する. 研究会技術報告の場合は, 巻号とページの間に研究会略称による資料番号を記入する．
（例１）
	1) M.Jacobsen : "Picture Enhancement for PAL-Coded TV-Signals by Digital Processing",1981 Picture Coding Symposium,7.5,pp.69-70(June 1981)


（例２）
	2) 1) テレビジョン学会編：“画像技術とカラーテレビジョン”，テレビジョン・画像工学ハンドブック，pp.65-66, オーム社(1980)


（例３）
	3) 内藤, 川田, 松本: “MPEG-2 における各種動き補償方式の比較検証”，映情学技報，21，７,IDY 97-59,PP.1-6(Feb.1997)


3 むすび
この研究によって得られた結果と意義を簡単にまとめ, 将来に残された問題点などにもふれる．この研究によって得られた結果と意義を簡単にまとめ, 将来に残された問題点などにもふれる．
謝辞　簡潔に書く. 形式的謝辞よりも, 実際に誰に感謝すべきかについて充分配慮する.むすびの最後に含める.
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